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	(1) 平成27年4月入学者（10月入学者は不可）で、日本国内の大学(以下「大学」という。)に設置されている大学院の修士課程（博士前期課程）1年次に正規生として在籍する私費外国人留学生。また在留資格は留学である事。なお、日本国内の大学は、寄付者と協議の上選定した指定校制とする。
	(2) 下記の①または②の部門を専攻する者。
	(1) 願書（別紙様式1。日本語で記載されたものに限る。）      1通
	(2) 応募者の写真（最近6か月以内に撮影したもの。4.0cm×3.0cm、上半身、
	脱帽、裏面に氏名を記入し、願書の所定欄に貼付すること。）     1葉
	(3) 推薦書(別紙様式2。推薦理由は、指導教官等が記入すること。)                     1通
	９．応募・推薦書類の提出期限
	平成27年5月15日（金）本協会必着。なお、締切期日を過ぎた場合や提出書類に不備がある場合は、受理しない。また、提出書類は一切返却しない。
	１０．選考方法及び結果の通知
	１１．支給方法
	１２．受給者の義務
	(1) 受給者は、本奨学金支給期間中の学習・研究状況について、学業成績証明書と共に、毎年度末及び奨学金受給終了後、所定の様式により、大学を通じて理事長に提出しなければならない。
	(2) 受給者は、住所・連絡先及び所属先(大学・就職先等)に変更があった場合、本奨学金受給期間中は大学を通じて、受給終了後は直接本協会へ遅滞なく届け出なければならない。
	(3) 受給者は、本協会または寄付者の要請に応じ、アンケート等への回答、あるいは交流会・インターシップ等に参加しなければならない。
	(4) 受給者はMCF主催の受給者交流会に原則として参加する。なお、交流会では研究内容を日本語で発表する。
	１３．奨学金の休止・停止または終了
	(1)　受給者が長期欠席した場合は、奨学金を支給しない。
	(2)　受給者が、次の①から④のいずれかに該当した場合には、奨学金の支給を打ち切る。
	(3)　応募・推薦書類の記載事項に虚偽のある場合は受給決定を取り消す。
	１６．応募・推薦書類の提出先・問い合わせ先

